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新潟平野最新砂丘形成時における旧信濃川河口の位置

磯部一洋*
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1.まえがき

沖積海岸平野において,自然状態にある河川は,波や

流れ及び河川流量の変化に劾応しながら,河口の位置と

その形態を絶えず変化させ続けている.そして,年間を

通じて卓越する風向や入射波向に対して適合した場所に

河口は位置し,決まった方向をとるものであると考えら

れる.

現在の河口位置は,何れも地質時代から現時点までの

変化の一段階を示すものである.それゆえ,旧河口位置

の変遷を明らかにすることは,旧河口周辺における古環

境の解明に貢献できるぱかりでなく,将来に向かっての

変化予測,ひいては沿岸土地利用･開発計画のための基

礎資料を提供し得ることになる.

本研究は旧河口位置を明らかにすることを目的として

行われ,その代表例として,河口付近に発達する砂丘列

の詳細な形成吏が明らかにされつつある新潟県中央部の

信濃川の河口を取り挙げることにした.

現地調査は1974-1976年に実施された.なお弥彦･角田

*環境地質部

山周辺における地質調査は環境地質部木野義人技官によ

って行われた.

2.新潟砂丘の形成について

信濃川河ゴは著しく北東側に片寄り,その河口付近の

流路は村上市以南の新潟海岸北部における汀線が弧状を

呈するのと近似している(第1図)･本河川の旧河口及び

旧河道の変遷については,既に東散大地理学教室(1962)

｡坂口(1964)などの報告があり,南西→北東方向へ移

動したものであるとされている.これに対して,新潟古

砂丘グルｰプ(1978)は最新砂丘(新砂丘皿一2)の砂丘

砂に関する粒度分析結果から,この考えに異論を唱えて

いる.しかし,現在の河口から南西1kmの範囲に限定

すれば,北東への移動傾向は明治以降現在に至るまで新

旧の5万分の1地形図の比較,及び江戸時代に描かれた

絵図等によっても明瞭に認めることができる1

かくだ

角田岬から信濃川河口左岸に牟け,ほぼ南西一北東方

向に約27k㎜にわたって伸びた砂浜海岸は,近年海岸侵

食を受けた信濃川河口左岸を除げば,海側へ凸型で著し

く平滑な形態を呈している.そして,本海岸の背後に
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A恥s飽c重3ManysanddunesdevelopedalongthecoastofNiigataPlainareclassiHedintothree
groups（therecentdunes　I，II　and　III）successively丘ominlandportiontowards　coastlinebased

on　the　degree　ofdevelopment　ofthe　humus　layers，the　degree　ofweathering　ofthe　sand　grains

and　the　topographical　characteristics　by　Niigata　Ancient　Dune　Research　Group（1974）．

　　The　recent　dunes　III　is　the　latest　and　biggest　onein　thesouthemNiigata　Plain　andshows

maximum　scale　at　the　fbot　ofKakuda　mountain，southwestem　end　ofthe　coast．It　is　estimated

that　the　sand　grains　composing　the　recent　dunes　III　in　this　region　were　derived　fピom｛brmer

Shinano　River＆nd　supplied　by　prevailing　longrshore　current丘om　fbrmer　river　mout五to　the

end　and　were　moved　f士om丘ontal　beaches　by　winter　strong　wind。The　author　examines　the

fbrmer　Shinano　River　mouth　during　the　age　ofthe　fbrmation　ofthe　recent　dunes　III．

　　Judging丘omgeohistoryofthefbrmationoftherecent（1unes　II・皿，arrangementofthe

dunesandregionalvariationofbe翫ch－sandgrains，itisconsideredthatthefbrmerShinanoRiver

opened　at　the　middlc　part　ofthe　southem　Niigata　coast，near　Shinkawa　R．iver　mouth（Fig、3）

during　the　age　corresponding　to　the　middle　Johmon　Period－the　Muromachi　Period（我bout

3700years），After　its　temporal　situation　at　Sekiya　where　the　newest　diversion　channel　of　the

Shinano　River　was　constructed，it　had　moved　gradually　northeastward　to　today’s　position　of

the　Shinano　River　mouth．
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1．　ま　え　が　き

　沖積海岸平野において，自然状態にある河川は，波や

流れ及び河川流量の変化に対応しながら，河口の位置と

その形態を絶えず変化させ続けている．そして，年間を

通じて卓越する風向や入射波向に対して適合した場所に

河口は位置し，決まった方向をとるものであると考えら

れる．

　現在の河口位置は，何れも地質時代から現時点までの

変化の一段階を示すものである．それゆえ，旧河口位置

の変遷を明らかにすることは，旧河口周辺における古環

境の解明に貢献できるばかりでなく，将来に向かっての

変化予測，ひいては沿岸土地利用・開発計画のための基

礎資料を提供し得ることになる．

　本研究は旧河口位置を明らかにすることを目的として

行われ，その代表例として，河口付近に発達する砂丘列

の詳細な形成史が明らかにされつつある新潟県中央部の

信濃川の河口を取り挙げることにした．

　現地調査は1974－1976年に実施された。なお弥彦・角田

　＊環境地質部

山周辺における地質調査は環境地質部木野義人技官によ

って行われた．

2・　新潟砂丘の形成について

　信濃川河ロは著しく北東側に片寄り，その河口付近の

流路は村上市以南の新潟海岸北部における汀線が弧状を

呈するのと近似している（第1図）・本河川の旧河口及び

旧河道の変遷については，既に東教大地理学教室（1962）

・坂口（1964）などの報告があり，南西→北東方向へ移

動したものであるとされている．これに対して，新潟古

砂丘グループ（1978）は最新砂丘（新砂丘皿一2）の砂丘

砂に関する粒度分析結果から，この考えに異論を唱えて

いる．しかし，現在の河口から南西1kmの範囲に限定

すれば，北東への移動傾向は朗治以降現在に至るまで新

旧の5万分の1地形図の比較，及び江戸時代に描かれた

絵図等によっても明瞭に認めることができる．
　かくだ
　角田岬から信濃川河口左岸にかけ，ほぼ南西一北東方

向に約27kmにわたって伸びた砂浜海岸は，近年海岸侵

食を受けた信濃川河口左岸を除けば，海側へ凸型で著し

く平滑な形態を呈している．そして，本海岸の背後に
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第1図新潟海岸の位置図(磯部,1978)

は,新潟砂丘と呼ばれる数列からなる砂丘(列)灘が発

達する(井上,1958).

新潟砂丘はその平面的分布にみられる特徴と発達状態

の違いに基づいて,西田･茅原(1956)を始め従来から

三つの砂丘群に区分されてきたが,何れも区分の根拠は

明確にされていなかった.最近,新潟古砂丘グルｰプ

(1974.1975･1978)はこの砂丘群を,砂丘表面に形成

された腐植層･砂丘砂の風化の程度及び地形的特徴に基

づいて,模式地である新潟東工業港付近において､新砂

丘を内陸側から海側へ順次I･皿･皿に区分した(第2

図).新潟海岸北部や南部では,各砂丘が収れんし,よ

り新しい海側の砂丘によって切られ,あるいは覆われる

傾向が認められるという.

砂丘の形成時期として新砂丘Iは縄文中期以前,nは

古墳時代以前,最大規模の皿はnよりさらに新しい時

代,特に最も海側の砂丘列(皿一2)は室町時代以降にそ

れぞれ形成されたものであると言われている(新潟古砂

丘グルｰプ,1974).従って,1Iと皿の形成時代の環境
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第1図　新潟海岸の位置図（磯部，1978）

は，新潟砂丘と呼ぱれる数列からなる砂丘（列）群が発

達する（井上，1958）。

　新潟砂丘はその平面的分布にみられる特徴と発達状態

の違いに基づいて，西田・茅原（1956）を始め従来から

三つの砂丘群に区分されてきたが，何れも区分の根拠は

明確にされていなかった．最近，新潟古砂丘グループ

（1974・1975・1978）はこの砂丘群を，砂丘表面に形成

された腐植層・砂丘砂の風化の程度及び地形的特徴に基

づいて，模式地である新潟東工業港付近において，新砂

丘を内陸側から海側へ順次1・豆・皿に区分した（第2

図），新潟海岸北部や南部では，各砂丘が収れんし，よ

り新しい海側の砂丘によって切られ，あるいは覆われる

傾向が認められるという。

　砂丘の形成時期として新砂丘1は縄文中期以前，Hは

古墳時代以前，最大規模の皿は∬よりさらに新しい時

代，特に最も海側の砂丘列（皿一2）は室町時代以降にそ

れぞれ形成されたものであると言われている（新潟古砂

丘グループ，1974）．従って，皿とmの形成時代の環境
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第2図砂丘の区分と分布

(新潟古砂丘グルｰプ(1978)の内容を一部再配列)

は,現在のそれとほぼ同一であるとみなして差しつかえ

ない.また,新潟平野南部は地盤沈下傾向にあること,

北陸における完新世の海水準変化図(藤,1975)によれ

ば,縄文中期から古墳時代にかけた期間の海水準は現海

水準より低下していたとされることなどから,山並は

浅海底において形成された沿岸州(10ngshorebar)が離

水した砂堆や砂丘ではなく,もともと陸上においてでき

た風成砂丘であると考えられる.

本研究地域に分布する新砂丘全体の規模をみると,角

田山北麓で最大となり,高さは60m,幅は3km以上に達

する(第3図).そして,砂丘の一部は角田山に這い上

るように山麓部に分布している.角岡山から新潟市に向

かって,すなわち北東方向に漸次砂丘の規模は減少し,

信濃川河口左岸では高さは10m以下,幅も数100mに過

ぎない.

新砂丘の規模･分布状態及び砂丘表面上にあって飛砂

の卓越方向に配列する北西一南東方向の凹地群から単純

に推定すれば,砂丘砂の供給源は角田岬南西方の弥彦･

角岡山塊の前面海岸であると推定される.この場合に

は,旧信濃川から排出された大量の堆積物は新砂丘の形

成に対して,ほとんど寄与しないことになり,より大規

模な供給源を旧信濃川以外に求めねぱならなくなる.次

章においては,新砂丘砂の供給源について検討を加える

ことにする.

3･弥彦｡角田山塊の地質と前面海岸における海浜砂

3.1地質概略

弥彦･角田山塊はほぼ南北方向に伸長し,その西側に

まぜかくみはま

浦浜･間瀬｡角海浜･五ケ浜及び小浜海岸等の小規模な

砂浜海岸と両山境の海側末端斜面である獅子ケ鼻･角田

岬等の岩石海岸が交互に分布する(第4図参照).これ

らの砂浜海:岸に対する土砂の供給は,両山塊西斜面を直

線的に流下する長さ3km未満の小河川群と岩石海岸と

から行われ,波や流れによる掬汰を受けて海浜砂が形成

されていると考えられる.そこで､後背山地の地質につ

いて簡単に述べてみたい.

第4図は,弥彦･角田山塊西斜面を構成する岩層の分

布を示したものである.各岩層についてほぼ古い順にそ

の特徴を述べると次の通りである.

泥岩及び泥岩優勢互層泥岩を主とし,砂岩及び軽石

質凝灰岩を伴う互層で,主として弥彦山南麓以南の丘陵

を構成するが,これとほぼ同じ層準と考えられるものは

同山塊主部にも,後述の流紋岩及び凝灰岩や粗粒玄武岩

に挾まれた状態で分布し,間瀬東方まで追跡される.な

お,本属は中部中新統の寺泊層に相当する.

流紋岩溶岩及び同質凝灰岩綴密堅硬の流紋岩溶岩と

おおωうみ

白色一緑色凝灰岩とからなり,弥彦山塊主部及び大野積

から間瀬に至る海岸線沿いに広く分布する.

宿英安山岩溶岩及び同質凝灰岩石英安山岩溶岩と白

色一淡緑色凝灰岩とからなり,間瀬から角海浜に至る谷

部及び一部海岸に露出し,後述の玄武岩溶岩及び同質火

砕岩に覆われている.

玄武岩溶岩及ぴ同質火砕岩かんらん石玄武岩溶岩と

同質火砕岩とからなり,間瀬から角海浜に至る地域の大

部分を構成する.これと類似のものは弥彦山塊主部にも

みられる.なお,後述の粗粒玄武岩と玄武岩類は著しく

変質あるいは風化している.

粗粒玄武岩泥岩及び泥岩優勢互層,流紋岩及び同質

凝灰岩,石英安山岩及び同質凝灰岩,玄武岩及ぴ同質火

砕岩などを貫いて,岩床状又は岩脈状の貫入岩体として

現われる.主として弥彦山塊主部に発達し,一部は間瀬

以北の海岸線に沿って分布する.
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　　砂丘の区分と分布

は，現在のそれとほぽ同一であるとみなして差しつかえ

ない．また，新潟平野南部は地盤沈下傾向にあること，

北陸における完新世の海水準変化図（藤，1975）によれ

ば，縄文中期から古墳時代にかけた期間の海水準は現海

水準より低下していたとされることなどから，n・mは

浅海底において形成された沿岸州（10ngshore　bar）が離

水した砂堆や砂丘ではなく，もともと陸上においてでき

た風成砂丘であると考えられる．

　本研究地域に分布する新砂丘全体の規模をみると，角

田山北麓で最大となり，高さは60m，幅は3km以上に達

する（第3図）．そして，砂丘の一部は角田山に這い上

るように山麓部に分布している．角田山から新潟市に向

かって，すなわち北東方向に漸次砂丘の規模は減少し，

信濃川河口左岸では高さは10m以下，幅も数100mに過

ぎない．

　新砂丘の規模・分布状態及び砂丘表面上にあって飛砂

の卓越方向に配列する北西一南東方向の凹地群から単純

に推定すれば，砂丘砂の供給源は角田岬南西方の弥彦・

角田山塊の前面海岸であると推定される．この場合に

は，旧信濃川から排出された大量の堆積物は新砂丘の形

成に対して，ほとんど寄与しないことになり，より大規

模な供給源を旧信濃川以外に求めねばならなくなる．次

章においては，新砂丘砂の供給源について検討を加える

ことにする．

3・弥彦・角田山塊の地質と前面海岸における海浜砂

　3．1地質概略

　弥彦・角田山塊はほぼ南北方向に伸長し，その西側に
　　ま　 ぜ　　　カンく　みヒまま

浦浜・間瀬・角海浜・五ケ浜及び小浜海岸等の小規模な

砂浜海岸と両山塊の海側末端斜面である獅子ケ鼻・角田

岬等の岩石海岸が交互に分布する（第4図参照）。これ

らの砂浜海岸に対する土砂の供給は，両山塊酉斜面を直

線的に流下する長さ3km未満の小河川群と岩石海岸と

から行われ，波や流れによる淘汰を受けて海浜砂が形成

されていると考えられる．そこで，後背山地の地質につ

いて簡単に述べてみたい．

　第4図は，弥彦・角田山塊西斜面を構成する岩層の分

布を示したものである．各岩層についてほぼ古い順にそ

の特徴を述べると次の通りである．

　泥岩及び泥岩優勢互層　泥岩を主とし，砂岩及び軽石

質凝灰岩を伴う互層で，主として弥彦山南麓以南の丘陵

を構成するが，これとほぼ同じ層準と考えられるものは

同山塊主部にも，後述の流紋岩及び凝灰岩や粗粒玄武岩

に挾まれた状態で分布し，間瀬東方まで追跡される．な

お，本層は中部中新統の寺泊層に相当する．

　流紋岩溶岩及び同質凝灰岩　緻密堅硬の流紋岩溶岩と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　おお　の　づみ白色一緑色凝灰岩とからなり，弥彦山塊主部及び大野積

から間瀬に至る海岸線沿いに広く分布する．

　石英安山岩溶岩及ぴ同質凝灰岩　石英安山岩溶岩と白

色一淡緑色凝灰岩とからなり，間瀬から角海浜に至る谷

部及び一部海岸に露出し，後述の玄武岩溶岩及び同質火

砕岩に覆われている．

　玄武岩溶岩及び同質火砕岩　かんらん石玄武岩溶岩と

同質火砕岩とからなり，間瀬から角海浜に至る地域の大

部分を構成する．これと類似のものは弥彦山塊主部にも

みられる。なお，後述の粗粒玄武岩と玄武岩類は著しく

変質あるいは風化している．

　粗粒玄武岩　泥岩及び泥岩優勢互層，流紋岩及び同質

凝灰岩，石英安山岩及び同質凝灰岩，玄武岩及び同質火

砕岩などを貫いて，岩床状又は岩脈状の貫入岩体として

現われる．主として弥彦山塊主部に発達し，一部は間瀬

以北の海岸線に沿って分布する．
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安山岩類角開山塊を構成するもので,紫蘇輝石普通

輝石安山岩から石英安山岩までを含む.山頂部は安山岩鯛

溶岩からなり,西斜面には火山角礫岩･凝灰角礫岩など

の火砕岩カミ主として分布する.

岩屑堆積物上述各基盤岩類の崩壊･地すべり等によ戻

って生じた二次堆積物を総称したもので,一部に段丘堆

積物と考えられるものを含んでいる.弥彦山塊主部の中

腹や山麓の緩斜面を作って分布するほか,主として泥岩

及び泥岩優勢互層によって構成される南部丘陵地帯で

は,地すべり堆積物として各所に分布する.

3.2弥彦｡角田山塊からの土砂の供給

弥彦･角田山塊西斜面は上述の通り,粗粒玄武岩,玄

武岩･安山岩･流紋岩の溶岩及びそれらと同質の火砕

岩,泥岩とからなる.西斜面を流下する小河川によって

火成岩の砂礫が前面海岸へ供給されている.一方,両山

塊末端斜面である岩石海岸は主として堅硬な火成岩類か

らなり,波浪による侵食後退量は少ない.

火山岩類は細礫や砂粒になり難いと言われている(小

出,1973)上に,両山塊の火山岩類は著しく変質･風化

しているために,供給された土砂から海浜砂の形成され

る割合は小さい.従って,両山塊は新潟海岸における海

浜砂及び砂丘砂に対して大量の供給源とはなっていない

であろう.

3.3海浜砂の特徴

第4図の地点a(浦浜)から地点j(小浜)にかけて,

概ね1㎞間隔に試料採取地点を設定し,各点について

汀線表層部から約壬00gの試量を1976年9月下旬に採取

した.脱塩｡乾燥後に4分割法によって試料を約1009に

縮量レ･1φ間隔に相当する筋を使用して粒度分析を実

施した.その結果に基づいて,粗粒部から細粒部へかけ,

各階級ごとに重量百分比で表わし,累積頻度曲線を描い

た.そして,16･50及び8全%に相当する粒径値をφスケ

ｰルで読み取り･中央粒径値"6φ(50%相当粒径値)･

φ16(16%)及びφ8壬(84%)とした.さらに,INMAN

(1952)による平均粒径値"φ=1/2(φ16+φ8壬)･淘汰度

σφ=1/2(φ84一φ16)及び歪度αφ=1ノσφ("φ一"6φ)を計

算により求めた(第1表).なお,淘汰度の値は0に近づ

く程淘汰がよい.歪度においてはOは頻度分布が中央粒

径をさかいとして左右対称であり,正(負)の値は細(粗)

粒部分において淘汰が悪いことをそれぞれ示す.

第5図は中央粒径慎(Mdφ)･淘汰度(σφ)及び歪度

(αφ)に関する沿岸方向の変化を示している.最粗粒す

之㌔1

1なわちMdφがより小さいものは地点｡,最細粒のそれ

一は地点乳においてみられるが,中央粒径値の変化は全体

的に小さい.淘汰度もO.35前後と小さく,歪度もほぼ0
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　安山岩類　角田山塊を構成するもので，紫蘇輝石普通

輝石安山岩から石英安山岩までを含む，山頂部は安山岩

溶岩からなり，西斜面には火山角礫岩・凝灰角礫岩など

の火砕岩が主として分布する．

　岩屑堆積物　上述各基盤岩類の崩壊・地すべり等によ

って生じた二次堆積物を総称したもので，一部に段丘堆

積物と考えられるものを含んでいる。弥彦山塊主部の中

腹や山麓の緩斜面を作って分布するほか，主として泥岩

及び泥岩優勢互層によって構成される南部丘陵地帯で

は，地すべり堆積物として各所に分布する．

　3・2弥彦。角田山塊からの土砂の供給

　弥彦・角田山塊西斜面は上述の通り，粗粒玄武岩，玄

武岩・安山岩・流紋岩の溶岩及びそれらと同質の火砕

岩，泥岩とからなる．西斜面を流下する小河川によって

火成岩の砂礫が前面海岸へ供給されている．一方，両山

塊末端斜面である岩石海岸は主として堅硬な火成岩類か

らなり，波浪による侵食後退量は少ない．

　火山岩類は細礫や砂粒になり難いと言われている（小

出，1973）上に，両山塊の火山岩類は著しく変質・風化

しているために，供給された土砂から海浜砂の形成され

る割合は小さい．従って，両山塊は新潟海岸における海

浜砂及び砂丘砂に対して大量の供給源とはなっていない

であろう．

　3，3海浜砂の特徴

　第4図の地点a（浦浜）から地点j（小浜）にかけて，

概ね1㎞間隔に試料採取地点を設定し，各点について

汀線表層部から約400gの試量を1976年9月下旬に採取

した．脱塩・乾燥後に4分割法によって試料を約100gに

縮量レ，1φ間隔に相当する箭を使用して粒度分析を実

施した．その結果に基づいて，粗粒部から細粒部へかけ，

各階級ごとに重量百分比で表わし，累積頻度曲線を描い

た．そして，16・50及び84％に相当する粒径値をφスケ

ールで読み取り，中央粒径値巫吻（50％相当粒径値）・

φ16（16％）及びφ8些（84％）とした．さらに，INMAN

（1952）による平均粒径値Mφ＝1／2（φ16＋φ8手）・淘汰度

σφ一1／2（φ84一φ16）及び歪度αφ＝1／σφ（瀬ψ一M4φ）を計

算により求めた（第1表）．なお，淘汰度の値は0に近づ

　く程淘汰がよい．歪度においては0は頻度分布が中央粒

径をさかいとして左右対称であり，正（負）の値は細（粗）

粒部分において淘汰が悪いことをそれぞれ示す．

　第5図は中央粒径値（Mdφ）・淘汰度（σφ）及び歪度

　（αφ）に関する沿岸方向の変化を示している．最粗粒す
く
＼
1

1なわちMdφがより小さいものは地点c，最細粒のそれ
監
は
地
点 aにおいてみられるが，中央粒径値の変化は全体

　的に小さい．淘汰度も0・35前後と小さく，歪度もほぼ0
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新潟平野最新砂丘形成時における旧信濃川河口の位置(磯部一樺)
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第王図弥彦･角田山塊西斜面における岩層分布

(本図は酉剛雲か,1969;新潟県,1973;白井ほか,エ9フ6などを参照し,木野の調査資料を加えて作成した)
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新潟平野最新砂丘形成時における旧信濃川河口の位置（磯部一洋）
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地質調査所月報(第31巻第11号)

第1表海浜砂の粒度特性(1976年9月に汀線から採取)

1)弥彦･角田山塊前面海岸
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3)寺泊海岸
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に近く,淘汰が十分なされている.後述する新信濃川河

口付近海岸(寺泊)における海浜砂に関する中央粒径値

･淘汰度及ぴ歪度の沿岸方向の変化幅が著しく大きいの

とは対照的に,それらの変化幅は極めて小さい.すなわ

ち,両山塊前面の小規模の砂浜海岸における海浜砂は,

よく淘汰を受けた中粒砂からなっていることが明らかで

ある.弥彦･角田山塊の前面海岸の海浜砂がこのような

粒度特性を示すというζとは,その供絵を必ずしも至近

距離の両山塊に依存しているのではなく,比較的遠距離

の砂移動,すなわち他の地域から本地域へ砂移動が行わ

れていることを示唆するものである.

次に海浜砂と後背山地から供給された堆積物及び信濃

川河床砂に関する鉱物組成上の差違を調べるために,二

つの試料について重鉱物分析を行った.分析用試料とし

ては弥彦山西側に当たる地点Cの汀線と大川津上流,信

濃川左岸(町軽井)の河床表層からそれぞれ採取された

試料の砂粒0･25(2φ)一〇･125mm(3φ)を使用した.重液に

より分離された各試料の重鉱物組成は,500粒に関する

検鏡の結果によれば,第6図に示す通りである.前者(地

点｡)において後者に比べて普通輝石が約50%多く,普

通角閃石が約30%少ないという相違と,両試料とも紫蘇

輝石が最も多く50%以上を占め,次いで普通輝石と普通

角閃石が多く｡磁鉄鉱や他の重鉱物はさらに少ないとい

う共通点とがある.このような重鉱物組成は,新潟海岸
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新潟平野最新砂丘形成時における旧信濃川河口の位置(磯部一洋)
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第5図

地点C(砂浜)

obcdefghij角

黎採取地点碍

弥彦｡角田山塊前面海岸における海浜砂の粒度特性分布

信濃川(河床)

紫蘇輝石普通輝石講石嚢(職物)

鉱

第6図海浜砂と河床砂の重鉱物組成比較図

南部に発達する新砂丘I一皿の砂丘砂に関する重鉱物分物質によって構成されていることが明らかである.な

析結果(新潟古砂丘グルｰプ,1978)と類似している.お,1911年に信濃川の分水路として通水を開始した新信

地点･の試料中にはかんらん石が全く含まれていな濃川(大河津分水)からは,現在大量の堆積物が排出さ

い.このことは1)弥彦山塊の構成岩の一つであるかんられていて,寺泊海岸北部から間瀬海岸南部へかけた範囲

ん石玄武岩から供給される堆積物の量が極端に少ない,は砂浜が今なお徐々に成長している(磯部,1978).

2)第4図に示す通り地点｡の上流山地にその供給源とな

4･旧信濃川河口位置に関する考察

る岩層が分布しない1),及び3)供給されても基岩の変質

･風化によりかんらん石が磨耗して消失したための何れ4.1新砂丘の横断形と体積量

かであると考えられる.何れにしても,地点Cの重鉱物新潟海岸南部のうち,角田岬直ぐ東側の砂浜(海岸線)

組成は信濃川のそれに極めて類似しており,本地域の海に対して直角方向に側線1を設け,そこから1k㎜間隔

浜砂の一部は後背山地からの供給物質によっても構成さに信濃川河口左岸に至るまで側線28を設定した(第3図

れているであろうが,大部分のものは信濃川からの供給参照).第7図は,新砂丘の横断形を示し,さらに皿と

1)地点Cの北方1㎞に当たる間瀬海岸北部には広く分布する.皿の境界を筆者による推定を交えて破線で表わしたもの
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地質調査所月報(第別巻第､､号)
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新潟平野最新砂丘形成時における旧信濃川河口の位置(磯部一洋)

である.なお,同図は2万5千分の1地形図｢角田山･

巻･内野･新潟南部及び新潟北部｣を基図として,また

新潟古砂丘グルｰプ(1975)による皿･皿の分布に関す

る記載に基づいて作図された.

これによると,新砂丘皿の見掛上の規模は側線3付近

を最大とし,そこから側線13まで漸次その高さと幅を減

少させている､一旦は側線14-17付近でその規模カミ増大

するが,再度減少傾向に転じて側線28で最小となる.一

方,皿の規模は側線4･5を最大とし,そこから側線11

まで規模を急激に減少させる.側線12よりさらに北東方

の新潟海岸南部においてはそれは全く分布しなくなる.

なお,皿の海側部分は全て皿に覆われている.

新砂丘皿･皿が角田山北麓において規模が大きく,そ

こから北東へ向かうのにつれて規模を減少させ,特に新

とやの

砂丘皿は側線12から鳥屋野潟付近までの間において分布

しない.このような特徴は,新潟平野南部における第四

紀後期堆積盈の沈降運動(長谷川ほか,1967),完新世に

おけるその運動(坂口,1964)を反映したものと考えら

れる.すなわち,新砂丘を載せる堆積盆自体の沈降によ

って砂丘の高度が低下し,そのために侵食を受け易くな

って砂丘が破壊されたり,沖積面下に没したために,砂

丘の規模の急減,その消失等の分布に関する特徴が生じ

たものと推定される.

新潟古砂丘グルｰプ(1974)によれば,皿は新砂丘が

最もよく発達する新潟東工業港付近において2列に細分

されている.信濃川以西で本研究地域に当たる新潟海岸

南部における皿は,平面的に細分されないで,そこでは褐

色砂を挾んで皿一1の上に皿一2が重なっている場合カミ多

いという.ところで,第7図の皿の横断形を詳しくみる

と,鎖線を境にして,明らかに海側と陸側の2列に細分

することが可能である.本研究では新潟古砂丘グノレｰプ

(1974)による皿一2に相当する砂丘を二つに区分し･陸

側から皿一2,皿一21と呼ぶことにする.なお,坂口(1964)

は新砂丘皿に対する第皿砂丘群を2分しており,その境

界は筆者による皿一2と皿一2一のそれとほぼ一致する.

皿一2は側線3から側線21まで分布しヨ何れも皿一2'よ

り規模が大きい(第7図).一方皿一21は全測線に共通的に

みられ,側線12･14及び15付近において最大となってい

る.また,側線14･15,側線25-28において本砂丘の海側

は急勾配を呈し,海岸線の後退によって砂丘が侵食･破

壊を受けたことを示唆している.なおヨ側線13においては

皿一2'がわずかにみられる程度であるが,これは同測線の

横断形が新川の河口付近の流路と一致するためである.

第8図は,第7図を基礎にして新砂丘皿(皿一1･2及

び皿一2'に細分)について各測線に沿う断面積に,幅1

mを乗じて得られた体積を示したものである.求めた断

面積の範囲は･皿一1･2においては潜在する〕Iとの境

界面及び海水準面下6mから砂丘表面,皿一21において

は海水準面下6m及び角目ヨ山山麓斜面から砂丘表面であ

る｡なお,海水準面下6mは模式地における皿一2の下

限深度である(新潟古砂丘グルｰプ,1978).新潟海岸南

部においては完新世の沈降運動によって下限深度は深く

なることが予想されるが,本研究では模式地での値をそ

のまま採用した.

同図によると,海側に配列する新砂丘皿一2一に関する

体積は,側線8･12及び26付近をピｰクとして,ぽぽ全

測線にわたって1x104m3前後の値を示す.一方,皿一

1･2に関するそれは,側線3.6及び14を大きなピｰ

クとして,それぞれのピｰクから北東(側線番号の増

大)方向へ減少する.各測線について得られた体積の平

均として皿一2∫の2倍以上の値を示している.皿全体の

体積は,側線14を最大とし,側線3-21のそれは何れも

2×104m3以上であり,3×104m3の範囲を示す側線が

多い.既に,皿は見掛上測線3付近において最大となる

と述べたが,体積からみると側線14付近が最大規模を呈

するということになる.

新砂丘皿の形成に係わる旧信濃川河口の位置は,側線

11より南西(角田岬寄り)側には皿が破壊されずに存在し

ているので,この範囲に求めることは困難である.従って

同河口の存在が推測される位置は,側線11から北東方向

において皿の分布が再び始まる鳥屋野潟(第2図参照)付

近との間約10kmの範囲ということになる.しかし,大規

模な皿のうち特に皿一い2が側線3-11において発達し

ていることは,この砂丘砂の供給源である旧河口が｡1)側

線11に近い位置に,かつ皿一1形成開始直後から存在し,

2)十分に皿一2が発達するのに必要な期間に,その付近に

引き続いて存在したと考えた方がむしろ自然である.

また,新砂丘皿一2一が側線1-28全測線にわたって分布

することは,その形成開始直後の旧河口位置を皿一1･2

と同様に側線11に接近した東方の位置に求めざるを得な

い.皿一21の形成時代の後期における旧河口位置は,側

線22から28までの何れかの地点ということになり,坂口

(1964)らの指摘する通り,その位置を南西から北東へ,

現在の信濃川河口位置まで変化させていったものと考え

られる.

4.2新潟海岸南部における海浜砂

新川2)河口右岸に増設された側線13'と28側線のそれぞ

2)1804年に鎧潟などの排水のために作られた掘割であり(佐々木,

1961)･後述の第11図にみられるような細粒な浮遊物質を排出して

いるカミ,その流域の状態や規模の点からみて,粗粒物質(礫)の大き

租供給源として考えることはできない(東散大地理学教室,1962).
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測線番号

新砂丘皿の体積分布

れ汀線から1976年9月下旬に採取された試料約1009に

ついて,3.3節で述べた方法によって粒度分析を行い三中

央粒径値･淘汰度及び歪度を求め,第9図及び第1表に

その結果を示す.同図の中央粒径値分布をみると,側線

13一一15付近を最粗粒とし,そこから南西･北東方向へ離

れるにつれて何れもより細粒となり,特に南西程細粒化

が著しい.麗に東散大地理学教室(1962)は本傾向の存

在を図示し,側線13'付近にみられる粗粒砂の供給源に

㈱㈳㈵㈷

関信

屋濃

分川

水

ついて詳しくは言文していないが,新川からの流送砂の

影響をある程度考えることができるとした.淘汰度と歪

度の分布傾向も側線13と13'をさかいとして,南西･北

東方向に異なっている.すなわち,南西方向に淘汰度は

大きく,すなわち淘汰が悪く,歪度は負となり,一方北

東方向においては逆の分布傾向を示す.

第10図は新信濃川河口,寺泊海岸における海浜砂の特

徴を示している.同河口中央を起点とし,500m間隔に

張㌰�
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第10図寺泊海岸における海浜砂の粒度特性分布

設けられた側線(磯部,1978･1979)上の汀線におい

てヨ1976年9月下旬に採取された試料から得られた中央

粒径値･淘汰度･歪度の両岸方向の変化である.これに

よると,粒度特性の変化は,上述の側線13･131の新川

河口におけるその変化とほぼ一致する.明らかに第10図

は,河口から海中へ排出された粗粒物質が両岸に沿って

移動しながら堆積した結果を反映したものであると考え

られる.従って,第9-0図における海浜砂の変化傾向

の類似性は,新川河口付近における旧信濃川河口の存在

を支持する一つの証拠となろう1

先に述べてきたことから,新砂丘皿一1･2の形成時

代から皿一21形成初期まで,新川河口付近に旧信濃川が

開口し続けて,寺泊海岸にみられるような大規模の尖状

三角州(井関,1972)が発達していたものと考えられ

る.既に述べた通り,新川河口右岸の側線14･15におけ

る皿一2'の海側末端部は,急勾配を呈している.このこ

とは,尖状三角州の背後に発達していた砂丘が,海岸線

の後退に伴い侵食されたことを示すものであるかも知れ

ない.

新潟海岸南部全体としてみた場合,現在の沿岸流の卓

越方向は,南西→北東であると推定されている(三野ほ

か,1963)が,新砂丘皿一1.2の形成時代になぜ南西

方向への砂移動が大量に生じたのかは今後究明されるべ

き課題である.

南西への砂移動が生じた理由として,1)本地域が,現

在と同様な風況｡海況下にあったとしても,著しく海側
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第11図

ERTS写真にみら中る新潟海岸付近の流れ

へ突出した三角州が存在すれば,河口左岸側においては

南西向きの沿岸流が局地的に生じる,2)本地域全体では

北東方向の流れが卓越したが,突出した角田山と大きな

佐渡島が沖合に存在することによって,新川河口付近か

ら角田岬にかけて局地的な南西向きの反流が沿岸に生じ

る,3)現在とは異なる風況･海況が存在し,南西方向の

流れカミ卓越することなどによるものと推定される.3)を

支持する資料は全く見当らず,従って1)と2)による可能

性が強い､

1972年8月29目午前9時45分頃にERTSによって撮

影された写真(第11図)によれば,海面付近にみられる

流れの向きは大部分南→北であるのに対し,北→南の反

流が新川河口から角田岬間に認められる.このことは上

述2)の考えを支持する一つの証拠となろう.なお,同目

9時の新潟市における気象観測値は北風,平均風速2･9

m/secと静穏であった.

5.まとめ

本研究においては,新潟海岸南部に発達する新砂丘,

特に皿形成時代の旧信濃川河口位置を,砂丘形成吏及び

その分布,海浜砂の粒度特性分布にみられる特徴に基づ

いて推定した.その結果,皿一1･2の形成期間から皿一

2'の形成初期と考えられる縄文中期から室町時代までの

約3,700年間に,旧河口は新川河口付近に存在し続け,

一旦関屋分水付近の位置に開口した後,北東方向へ移動

して現在の位置に達したものであると考えた.

新砂丘皿一1･2の形成当時の旧河口から海中へ排出

された土砂は,南西方向へ沿岸流によって移動運搬さ

れ,角田山北麓まで達したものであろう.なお,新砂丘

の規模は見掛上角田山寄りに大きくなり,角田岬南西方

からの砂移動によって新砂丘皿が形成されたというよう

にも推測される.しかし,弥彦･角田山塊の地質及び前

面海岸に堆積する海浜砂の粒度粋性からは,堆積物の大

部分は信濃川から供給されたものであり･両山塊は皿の

砂丘砂の供給源としての役割は著しく小さいものと考え

られる.
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